
 

 

令和５年度当初予算調製方針 

 
１ 基本認識 

（１） 国内の景気動向については、新型コロナウイルス感染症対策に万全を期し、

経済社会活動の正常化が進むことで持ち直しが期待されるものの、ウクライナ

情勢の長期化や円安の進行等に伴う原油や原材料価格の上昇等を背景とした、

経済の下振れリスクに注視する必要があります。 

 

（２） 県内人口の減少が続く中、これまで県が実施してきた人口減少対策の検証、

先進事例の調査等をふまえ、人口減少の緩和に向けて、市町とともに効果的な

対策を加速させる必要があります。 

 

（３） 近年激甚化している自然災害や近い将来の発生が危惧される南海トラフ地震

等をふまえ、引き続きハード・ソフト両面から防災・減災対策を進めることが

重要です。 

 

（４） インバウンドを含む観光需要の本格回復が期待されることや、世界経済の潮

流であるカーボンニュートラルの動きを好機ととらえ、県内産業の振興や地域

経済の活性化につなげる必要があります。 

 

（５） 令和５年度の予算調製に向けては、団塊の世代が後期高齢者となり社会保障

関係経費の増加が見込まれることや、県債管理基金の積立不足を計画的に解消

する必要があること、老朽化する公共施設の建替・集約化・長寿命化を推進す

る必要があることなどから、機動的かつ弾力的な財政運営がしづらい状況が続

いており、持続可能な財政運営の確保に向けた歩みを着実に進めていく必要が

あります。 

 

２ 当初予算調製の基本方針     

（１） こうした基本認識の下、令和５年度は防災・減災、県土の強靱化対策をはじ

めとした県民の命と暮らしを守るための取組をしっかりと進めつつ、生まれ 

育った環境にかかわらず、子どもが豊かに育つことができるよう、子育て支援

策をさらに充実させます。また、三重県の魅力を国内外に強力に発信し、観光

誘客をさらに促進するとともに、カーボンニュートラルに向けて、ものづくり

をはじめ県内企業の新たな領域への挑戦や業態転換等への取組を支援します。 

さらには、原油価格や電気料金等を含む物価高騰等に苦しむ県民生活を守る

取組、グリーン化（GX）やデジタル変革（DX）など、 県民が未来に希望を持ち、

幸福を感じながら、元気に、安全・安心に暮らせる持続可能な三重県の実現に

向けた取組を進めていきます。 

 

資料２－１ 
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